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環
境
省
は
十
一
月
十
日
、

東
京
・
千
代
田
区
の
イ
イ
ノ

ホ
ー
ル
＆
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
で
公
益
財
団
法
人

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関

（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
・
浜
中
裕
徳
理

事
長
）
と
共
催
で
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
気

当
日
は
大
澤
会
長
を
は
じ

候
変
動
対
策
へ
の
理
解
を
促

進
す
る
た
め
、
「
異
常
気
象

と
気
候
変
動
の
科
学
〜
世
界

の
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
と
考
え

る
私
た
ち
の
未
来
」
を
テ
ー

マ
に
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
や
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す

る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
の
報
告

め
渡
邊
宇
之
助
理
事
、
粕
谷

明
博
専
務
理
事
、
松
本
淳
司

常
務
理
事
が
同
省
に
出
向

き
、
太
田
政
務
官
と
面
談
し

た
。
太
田
氏
は
通
産
省
入
省

後
、
岡
山
県
副
知
事
、
大
臣

官
房
審
議
官
、
大
阪
府
知
事

な
ど
を
経
て
参
院
議
員
と
な

り
、
十
月
九
日
に
政
務
官
に

就
任
し
た
。

全
管
連
に
所
属
す
る
管
工

事
組
合
と
約
一
万
六
千
社
の

組
合
員
企
業
は
水
道
事
業
体

書
作
成
に
携
わ
っ
た
研
究
者

が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
を
繰
り
広
げ
た
。

十
二
月
に
パ
リ
で
開
催
さ

れ
る
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
／
Ｃ
Ｏ

Ｐ
21
（
気
候
変
動
枠
組
条
約

第
二
十
一
回
締
約
国
会
議
）

に
向
け
て
気
候
変
動
問
題
に

と
連
携
し
、
国
民
が
生
活
す

る
う
え
で
も
っ
と
も
重
要
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道

国
土
交
通
省
は
イ
ン
フ
ラ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
産
業
の
育
成

・
活
性
化
を
促
進
す
る
た

め
、
新
た
に
産
学
官
の
連
携

関
す
る
議
論
が
活
発
化
し
て

い
る
。
こ
れ
を
契
機
に
国
民

の
理
解
を
一
段
と
促
進
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は

行
政
・
業
界
関
係
者
ら
約
百

三
十
名
が
参
加
。
梶
原
成
元

同
省
地
球
環
境
局
長
が
冒
頭

を
支
え
て
い
る
。
平
時
に
お

け
る
漏
水
修
繕
工
事
は
も
と

よ
り
大
地
震
や
集
中
豪
雨
な

ど
の
緊
急
災
害
時
に
は
い
ち

早
く
現
場
に
駆
け
つ
け
、
最

前
線
で
「
命
の
水
」
を
届
け

に
よ
る
「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
国
民
会
議
」
（
仮

称
）
を
設
立
す
る
。
十
一
月

二
十
七
日
に
社
会
資
本
の
点

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
台
風
、

ハ
リ
ケ
ー
ン
、
集
中
豪
雨
な

る
応
急
給
水
・
復
旧
活
動
を

行
い
、
地
域
社
会
の
信
頼
に

応
え
て
い
る
。

し
か
し
公
共
投
資
の
減
少

な
ど
に
よ
る
競
争
の
激
化
で

組
合
・
所
属
員
企
業
が
疲
弊

す
る
と
と
も
に
、
就
労
環
境

の
悪
化
な
ど
で
若
年
入
職
者

が
減
少
す
る
な
ど
深
刻
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
。
地
域
に

根
ざ
し
た
組
合
・
所
属
員
企

業
が
将
来
に
わ
た
り
災
害
に

強
い
地
域
社
会
の
実
現
に
寄

与
し
、
地
域
住
民
の
期
待
に

応
え
て
い
く
た
め
に
は
年
間

を
通
じ
て
安
定
的
に
工
事
が

発
注
さ
れ
、
技
術
者
・
技
能

者
の
雇
用
と
健
全
な
経
営
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
だ
。

こ
の
た
め
全
管
連
は
来
年

度
水
道
関
係
予
算
の
満
額
確

検
、
診
断
、
設
計
、
工
事
、

維
持
管
理
な
ど
に
関
係
す
る

企
業
・
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

と
初
の
意
見
交
換
会
を
開
催

ど
に
よ
る
災
害
が
世
界
各
地

で
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
ま

ま
温
暖
化
が
進
む
と
異
常
気

象
の
さ
ら
な
る
深
刻
化
が
懸

念
さ
れ
る
。
気
候
変
動
対
策

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
Ｃ

Ｏ
Ｐ
21
で
は
二
〇
二
〇
年
以

降
の
新
た
な
枠
組
み
の
合
意

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
気
候

変
動
に
強
靱
な
低
炭
素
社
会

を
構
築
す
る
た
め
、
国
民
に

わ
か
り
や
す
く
情
報
提
供

し
、
議
論
を
喚
起
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

保
に
加
え
、
施
工
業
者
が
適

正
な
利
潤
を
確
保
で
き
る
よ

う
改
正
品
確
法
と
発
注
関
係

事
務
の
運
用
指
針
を
踏
ま
え

た
工
事
発
注
の
指
導
強
化
を

求
め
た
。
ま
た
Ｇ
Ｘ
形
ダ
ク

タ
イ
ル
鋳
鉄
管
布
設
時
の
掘

削
幅
見
直
し
な
ど
国
庫
補
助

金
の
積
算
基
準
充
実
、
適
正

で
良
心
的
な
給
水
装
置
工
事

に
向
け
た
工
事
業
者
の
指
定

更
新
制
度
や
任
技
術
者
の
再

講
習
制
度
な
ど
の
制
度
改
正

を
要
望
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
太
田
政
務

官
は
「
水
イ
ン
フ
ラ
の
重
要

性
は
充
分
に
承
知
し
て
い

る
。
国
民
の
安
全
・
安
心
な

生
活
を
守
る
た
め
に
も
誠
意

を
も
っ
て
対
応
し
た
い
」
と

積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を

示
し
た
。

す
る
予
定
だ
。

六
月
三
十
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
日
本
再
興
戦
略
―

改
訂
２
０
１
５
」
で
は
イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
産
業
の

育
成
・
活
性
化
を
重
要
な
柱

と
し
て
位
置
づ
け
た
。
こ
れ

を
受
け
て
設
立
す
る
新
組
織

で
は
産
学
官
の
総
力
を
結
集

し
、
民
間
の
新
技
術
の
掘
り

起
し
や
多
様
な
業
種
か
ら
の

新
規
参
入
の
促
進
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
積
極
的
導
入
、

高
度
な
技
術
者
の
育
成
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
理
念
の
普
及

促
進
な
ど
を
め
ざ
す
。

具
体
的
に
ど
う
い
う
形
で

設
立
す
れ
ば
多
く
の
企
業
・

団
体
な
ど
が
参
加
し
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
産
業
が
活
性
化
す

る
か
に
つ
い
て
幅
広
い
関
係

者
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
開

催
。
二
十
七
日
を
皮
切
り
に

四
回
程
度
予
定
し
て
い
る
。
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全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
大
澤
規
郎
会
長
）
は
十
一
月
六
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
厚
生
労
働
省
を
訪

れ
、
太
田
房
江
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
に
水
道
施
設
・
管
路
の
更
新
・
耐
震
化
の
促
進
に
向
け
た
平
成
二
十
八
年

度
水
道
関
係
予
算
の
満
額
確
保
を
要
望
し
た
。
ま
た
競
争
の
激
化
に
よ
る
地
域
の
疲
弊
や
就
労
環
境
の
悪
化
で
若

年
入
職
者
が
減
少
す
る
な
ど
深
刻
な
経
営
環
境
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
正
品
確
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た

工
事
発
注
の
指
導
や
工
事
業
者
の
指
定
更
新
制
度
導
入
な
ど
を
強
く
求
め
た
。
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大澤会長太田政務官

気象キャスターらが意見交換
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